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平成22年　第１回�

定 例 会�

国（関係機関）に意見書を提出�
一部を抜粋して紹介します�

�

　
永
住
外
国
人
へ
の
地
方
参
政
権
付
与
の
法
制
化
に
反
対
す
る
意
見
書�

��

　
我
が
国
に
は
永
住
権
を
持
つ
外
国
人
が
約
91
万
人
生
活
し
て
お
り
、
地
域
に
密
接
な

関
係
を
持
つ
に
至
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
外
国
人
に
対
し
地
方
公
共
団
体
の
意

思
決
定
に
参
加
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
も
し
ば
し
ば
、
永
住
外
国
人

に
対
す
る
地
方
参
政
権
の
付
与
に
つ
い
て
議
論
が
な
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。�

　
し
か
し
、
日
本
国
憲
法
第
15
条
に
お
い
て
「
公
務
員
を
選
定
し
、
及
び
こ
れ
を
罷
免

す
る
こ
と
は
、
国
民
固
有
の
権
利
で
あ
る
」
と
規
定
し
、
ま
た
、
第
93
条
第
２
項
に
お

い
て
、
「
地
方
公
共
団
体
の
長
、
そ
の
議
会
の
議
員
及
び
法
律
の
定
め
る
そ
の
他
の
吏

員
は
、
そ
の
地
方
公
共
団
体
の
住
民
が
、
直
接
こ
れ
を
選
挙
す
る
」
と
規
定
し
て
お

り
、
さ
ら
に
同
項
中
の
「
住
民
」
の
解
釈
と
し
て
、
平
成
７
年
２
月
28
日
の
最
高
裁
判

所
判
例
は
「
住
民
と
は
地
方
公
共
団
体
の
区
域
内
に
住
所
を
有
す
る
日
本
国
民
を
意
味

す
る
者
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
日
本
国
民
で
は
な
い

永
住
外
国
人
に
対
し
、
地
方
公
共
団
体
の
議
会
の
議
員
及
び
長
の
選
挙
権
等
を
付
与
す

る
こ
と
は
、
憲
法
上
問
題
が
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。�

　
ま
た
、
先
進
８
カ
国
（
Ｇ
８
）
を
見
て
も
、
ロ
シ
ア
を
除
く
７
カ
国
は
、
国
と
し
て

永
住
外
国
人
に
地
方
参
政
権
を
付
与
し
て
い
な
い
。�

　
一
方
、
国
籍
法
は
そ
の
第
４
条
に
お
い
て
「
外
国
人
は
、
帰
化
に
よ
っ
て
日
本
の
国

籍
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
規
定
し
て
お
り
、

帰
化
し
日
本
人
と
な
っ
た
な
ら
ば
選
挙
権
が
行
使
で

き
る
の
で
あ
る
か
ら
現
状
で
何
ら
問
題
は
な
い
。�

　
よ
っ
て
、
政
府
に
お
か
れ
て
は
、
永
住
外
国
人
へ

の
地
方
参
政
権
付
与
に
関
す
る
法
律
を
制
定
す
る
こ

と
の
な
い
よ
う
強
く
要
望
す
る
。�

　
以
上
、
地
方
自
治
法
第
99
条
の
規
定
に
基
づ
き
意

見
書
を
提
出
し
ま
す
。�

　
熊
　
谷
　
市
　
議
　
会�

提
出
先 : 

衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、
内
閣
総
理

　
　
　
　
大
臣
、
総
務
大
臣
、
法
務
大
臣
、
外
務
大
臣�

　
国
に
対
し
て
、
保
育
サ
ー
ビ
ス
等
の
維
持
に
必
要
な
財
源
確
保
を
求
め
、
地

域
の
実
情
を
踏
ま
え
た
子
ど
も
の
安
全
を
担
保
で
き
る
保
育
所
最
低
基
準
の
維

持
を
求
め
る
意
見
書�

�

　
民
間
保
育
所
で
は
延
長
保
育
、
一
時
保
育
な
ど
多
様
な
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
に
真
摯
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
働
く
保
育
士
へ
の
負
担
も
重
く
な
っ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
中
で

民
間
保
育
所
運
営
費
の
一
般
財
源
化
が
行
わ
れ
る
と
、
地
方
自
治
体
の
財
政
状
況
に
よ

っ
て
は
運
営
費
が
現
在
の
水
準
を
保
て
な
く
な
り
、
保
育
士
の
配
置
や
処
遇
に
直
接
的

な
影
響
を
与
え
る
こ
と
と
な
る
。
ひ
い
て
は
子
ど
も
や
保
護
者
に
と
っ
て
安
全
で
安
心

な
保
育
が
保
証
で
き
な
い
恐
れ
が
あ
り
、
加
え
て
、
市
町
村
格
差
の
増
大
や
保
育
の
質

の
低
下
が
懸
念
さ
れ
る
。�

　
保
育
所
に
お
い
て
、
子
ど
も
が
安
全
に
健
康
で
情
緒
の
安
定
し
た
生
活
を
送
れ
る
よ

う
保
育
サ
ー
ビ
ス
等
の
質
を
守
り
、
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
た
子
ど
も
の
安
全
を
担
保

で
き
る
保
育
所
最
低
基
準
の
維
持
を
求
め
る
。�

　
よ
っ
て
、
国
に
お
い
て
は
、
安
心
安
全
な
保
育
環
境
を
守
り
、
な
お
一
層
、
子
育
て

支
援
を
推
進
す
る
責
任
を
有
し
て
い
る
た
め
、
次
の
事
項
を
強
く
要
望
す
る
。�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
記�

１
　
少
子
化
対
策
の
根
幹
で
あ
る
保
育
所
の
子
育
て
支
援
は
、
国
の
重
要
施
策
で
あ
り
、

　
　
今
後
も
国
が
責
任
を
持
っ
て
行
い
、
地
域
の

　
　
財
政
状
況
に
影
響
を
受
け
な
い
財
源
を
確
保

　
　
す
る
こ
と
。
　�

２
　
保
育
所
の
最
低
基
準
は
子
ど
も
の
健
や
か
な

　
　
育
ち
を
守
る
た
め
に
必
要
で
あ
り
、
市
町
村

　
　
の
財
源
に
左
右
さ
れ
な
い
質
の
高
い
保
育
を

　
　
確
保
す
る
た
め
に
、
今
後
も
国
と
し
て
、
地

　
　
域
の
実
情
を
踏
ま
え
た
子
ど
も
の
安
全
を
担

　
　
保
で
き
る
保
育
所
最
低
基
準
を
維
持
す
る
こ
と
。�

　
以
上
、
地
方
自
治
法
第
99
条
の
規
定
に
よ
り
意

見
書
を
提
出
す
る
。�

　
熊
　
谷
　
市
　
議
　
会�

提
出
先 : 

衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、
内
閣
総
理

　
　
　
　
大
臣
、
財
務
大
臣
、
厚
生
労
働
大
臣�

し
ん 

し�


